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クラブ会長標語  『「 Changing 」～克服していこう～』 クラブ会長：桶谷　雄一

国 際 会 長 主 題  国際会長：Edward Ong
アジア地域会長：田上　正

西 日 本 区 理 事  主 題 世界中の仲間とYYY ライフを楽しみましょう !!　
“Let’ s enjoy the YYY life together withour friends all over the world!! “

西日本区理事：中井　信一

京 都 部 部 長 主 題 次のステージを求めて！ 京都部部長：隠塚　功

あなたがたは、世の光である。山の上にある町は隠れることができない。 
また、あかりをつけて、それを枡の下におく者はいない。むしろ燭台の上において、家の中のすべてのものを照させるのである。

今月の聖句

マタイによる福音書5章14～15節
＊「大焚き火フェスタ」に寄せて。自分が救われるだけじゃなく、世を照らす者になれ、
というのは神や仏の教えるひとつの真実だと思います。そんな偉いモンじゃないと怖れつつ、
できることだけでも･･･と半歩進むのが尊いのかな、とも。

“Faith, Love, Action”「信念、愛、行動」
アジア太平洋地域会長 “Act now with faith and love!”「信念と愛を持って行動しよう！」
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Lookinng for the next stage ！

１月第一例会 

新年例会
1 月 14 日（水）19:00～21:00 
ANA クラウンプラザホテル京都

文・京都トゥービークラブ　松﨑 和彦



去る 1月 10 日から 11日にかけて、IBC先である台北A-LIST クラブを訪問いたし
ました。当クラブからは桶谷会長、溝口ワイズ、私の 3 名が、また大阪泉北クラブ
からも 4名が参加され、総勢 7名での賑やかな訪問となりました。

初日は台北駅近くの台北天成大飯店にて、クラブメンバーをはじめ、メネット、コ
メットの皆様による盛大な歓迎交流会が開催されました。私にとっては 2 年ぶり 2
度目の訪問でしたが、会場へ一歩足を踏み入れると懐かしい顔ぶれが多数おられ、
再会の喜びに一気に緊張が解け、温かな安心感に包まれました。
テーブルを彩る北京ダックやアワビなどの豪華な台湾料理の数々に加え、台湾名物
の「金門高梁酒（58 度）」も振る舞われ、会場は賑わいと笑顔に溢れました。宴が
盛り上がったところで、台湾交流には欠かせないカラオケ大会がスタート。前回訪
問時に一躍有名になった桶谷会長の熱唱を皮切りに次々とマイクを回しましたが、
日本語の選曲リストは驚くほど渋いラインナップ。知っている歌手の名前があって
も「なぜこの曲？」という絶妙な選曲に苦戦しましたが、最後は言葉の壁を越え親
睦を深めることができました。

2 日目は、台北から少し足を延ばして新北市の淡水へ。紅毛城や小白宮、淡水老街
などを巡り、スペイン、オランダ、日本といった諸国との関わりの中で形作られた
淡水の歴史を学ぶ貴重な時間となりました。 
その後台北に戻り、再び例会を兼ねた交流会へ。前日を上回る質と量の料理を囲み、
昨日お会いできなかったメンバーも交えてさらに交流の輪が広がりました。別れの
際には、再会を惜しみつつ「次回はぜひ日本で皆様を歓迎したい」との思いを強く
伝え、充実した 2日間の全行程を終了いたしました。

１月第２例会は、京都ＹＭＣＡにて第３０期の半期総会でした。
議題としては、半期事業報告や半期決算、次期の三役・役員人事、次々期会長選任（木
村ワイズ）の件等がありました。質疑応答等を経て、いずれも承認されました。今期、
ここ１ヵ月強の間に色々なことがありました。だからでしょうか、無事に全てが
承認されて、ホッとしました。
会計は、クリスマス例会が終わると、半期決算に向けて、半年間の各処理を見直し、
数字と向かい合わなければなりません。円滑なクラブ運営のため、諸事情を考慮
しての項目分けや修正予算の調整（「ほにゃらら」マジック）、合わない計算と孤
高に格闘しました。これで大丈夫、と思って決算書を印刷したものの、総会で説
明しているうちに「あっ」、間違い等を発見。
皆様、大変申し訳ございませんでした。下期もよりよいクラブの運営に尽力致し
ますので、ここは平にご容赦を。

DBC台北A-LISTクラブ訪問

１月第二例会 
1 月 28 日（木）19:00～21:00 

京都 YMCA

半期総会

文・京都トゥービークラブ　伊東 隆一

文・京都トゥービークラブ　城戸 誠之



京都トゥービークラブ  舩越 大祐

由里風司子（ゆりふじこ）と申します。
京都の中京区で生まれ育ち、実家は呉服の刺繡業を営んでおりました。幼い頃から、職人が一針一針に心を
込め、目に見えない部分まで丁寧に仕上げる姿を間近で見て育ちました。
結婚後は右京区で両親と同居し、主人の自営の仕事を手伝いながら慌ただしい日々を過ごしました。若くし
て主人の母が脳梗塞で倒れ、長い介護の時間を経験し、思うようにいかない毎日の中で 「相手を変えること
はできない、変われるのは自分自身」 ということを学び、人と関わるときの心のあり方を意識するようにな
りました。
その後、留学生を受け入れる仕事に携わり、世界各国から来日する若者たちとの交流が私の人生を
大きく広げてくれました。
出会いの中で芽生えた 「心が和らぐ場所をつくりたい」 という想いから、
２０２１年、「株式会社京和」を設立し、飲食店 「韓国焼肉みゅんみゅん」 を
オープンいたしました。海外旅行とグルメの食べ歩きが大好きで、
旅や食を通して出会った味や記憶を大切にしながら、食卓に自然な笑顔が生まれる、
温かな時間を届けたいと日々向き合っています。
皆さまとご一緒できるご縁に感謝しながら、学び合い、語り合えるひとときを
楽しみにしております。
どうぞよろしくお願いいたします。 京都トゥービークラブ　由里風司子

メンバー紹介

寺西竜生と申します。昭和 63年 5月 8日生まれです。

趣味はカードゲームとバス釣り、そしてアニメ・映画鑑賞です。カードゲームは

戦略を考える時間がとても楽しく、特に「ワンピース」のカードゲームに力を入

れており、作品自体も長年大好きで、世界観やキャラクターの成長に魅了されて

います。

バス釣りは自然の中で過ごすことで気分転換になり、集中力を高める大切な時間

です。映画やドラマもよく観ており、最近は「ストレンジャー・シングス」にハマっ

ています。非日常的な展開と登場人物たちの絆に引き込まれ、続きが気になって

仕方ありません。

元美容師という経歴から、ファッションやヘアスタイルには今でも強い関心があ

り、日頃からトレンドをチェックしています。特にスニーカーやアクセサリーが

好きで、自分らしさを表現できるアイテムとして楽しんでいます。

好きなことにはとことん熱中する性格で、新しいことにも前向きに挑戦していき

たいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

メンバー紹介

京都トゥービークラブ　寺西竜生



会　長
副会長

書　記

会　計

桶谷　雄一
小幡　　弘
山口　真一
青木禎一郎
宮田　雄輔
伊東　隆一

クラブオフィス：京都YMCA
住所 〒604-8083 京都府京都市中京区 三条通柳馬場東入中之町 2
電話 075-231-4388

YMCA NEWS

【リトリートセンター開設６０周年記念募金】1
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１月第 2例会

１月第 1例会

   

例会出席

   

ニコニコ

12 月第１例会

12月第２例会 0円

9,000 円

累計 　104,000 円

 20 ／ 32 名

25 ／ 32 名

本募金には多くの皆さまよりご支援をいただき、現在の寄付総額は 8,778,038 円となっております。
心より感謝申しあげます。子どもたちや青少年の育ちの場として、
今後も一層充実させてまいります。
引き続き、募金へのご協力をお願いいたします。
詳細は下記二次元コード、または以下の URL をご覧ください。

今回、桶谷が所有するホンダ フィットGD1。当然5MT！
もともと「普通のコンパクトカー」のはずやけど、そこにボルトオ
ンターボを組んだことで、このフィットくんは一気に別モンになり
ました。アクセルを踏んだ瞬間の立ち上がりは想像以上で、軽い車
体とターボの相性の良さを毎回度肝を抜かせてもらえます。見た目
はあえて派手にせず、パッと見はおとなしい。でも中身はしっかり“走
る仕様”。このギャップがたまらなく面白い一台です。
派手なスーパーカーもええけど、「工夫してリーズナブルに速くする」
楽しませてくれる、この GD1 フィット。日常使いもできて、いざ
踏めばシートに押しつけられる。そんなクルマが一台あってもええ
やろ、という桶谷の遊び心が詰まった愛車です。笑

京都トゥービークラブ会長　桶谷 雄一

「桶谷会長の相棒たち」
くるま


